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学
校
長
よ
り
ご
あ
い
さ
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在
り
た
い
自
分
・
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き
た
い
未
来
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『
創
る
』  

 
  

 
  

 
  

 

 
 
 

校
長 

小
山 

朋
子 

 

令
和
６
年
度
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

な
ど
何
の
制
限
も
な
く
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト

で
き
る
の
は
４
年
ぶ
り
で
す
。
全
く
コ
ロ
ナ
前

の
生
活
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
不
安
で
窮
屈

な
毎
日
か
ら
の
解
放
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
時
代
も
価
値
観
も
急
激
に

変
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
４
年
間
の
全
て
の
経

験
を
プ
ラ
ス
に
捉
え
、
さ
ら
に
の
び
の
び
、
生

き
生
き
と
、
躍
動
感
溢
れ
る
１
年
と
し
た
い

も
の
で
す
。 

さ
て
、
本
校
は
今
春
、
１
９
１
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
現
在
５
６
０
名
を
超
え
る
個
性
溢

れ
る
生
徒
が
元
気
に
学
ん
で
い
ま
す
。
工
業

科
と
総
合
学
科
の
特
色
あ
る
学
び
を
と
お
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
を
も
ち
、
自
ら
の
新
た
な

可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
は
頼
も
し
く
、

誇
り
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
や
同
窓
生
、

地
域
の
皆
様
か
ら
温
か
く
力
強
い
ご
支
援
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
は
安
心
で

充
実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
豊
総
生
は
本
当
に
幸
せ
で
、
心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

変
化
激
し
く
予
測
困
難
な
、
そ
し
て
多
様

な
価
値
観
が
尊
重
さ
れ
る
世
の
中
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
は
、
今
あ
る
未
来
を
生
き
る
の
で

は
な
く
、
「
生
き
た
い
未
来
を
自
ら
創
っ
て
い

く
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
そ
れ 

   

ぞ
れ
が
自
ら
考
え
て
行
動
し
、
自
ら
の
人
生

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
育
む
学
校
。 

在
り
た

い
自
分
、
生
き
た
い
未
来
を 

『
創
る
』 

原
動

力
を
育
む
学
校
＝
豊
総
を
目
指
し
て
、
今
年

度
の
本
校
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
『
創
る
』
と
し
ま

し
た
。
中
学
生
や
地
域
の
皆
様
が
大
き
な
関

心
と
期
待
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
今
、
本

校
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
成
長
と
地
域
の
未

来
に
繋
が
る
教
育
活
動
に
、
今
年
度
も
職
員

一
同
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

い
つ
も
豊
総
を
支
え
て
く
だ
さ
る
全
て
の

皆
様
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

              

                             

令
和
６
年
度 

前
期
生
徒
会
役
員 

１
４
名
決
定
！ 

      

 

生
徒
会
長
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
  

総
合
学
科
３
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

細
川 
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令
和
６
年
度
「
豊
総
だ
よ
り
」
第
１
号
を
お
届
け
し
ま
す 

 

新たに１２名の職員を迎えました 

着任式 

環境建設工学科 3５名 

電機応用工学科 3６名 

総合学科    １２０名  
 

新入生代表宣誓 

総合学科  

山下 杏 

（香住第一中学校出身） 

新年度スタート！ 

今
年
の
文
化
祭
・
体
育
祭
は
、
全
生
徒
が
主

体
的
に
取
り
組
む
も
の
と
し
、生
徒
会
長
と
し

て
今
ま
で
で
一
番
盛
り
上
が
る
豊
総
祭
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
あ
い
さ
つ
運
動
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。
朝
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
す
る
人
も
増

え
、
今
、
豊
岡
総
合
高
校
は
確
実
に
人
間
力
・

社
会
性
と
も
に
伸
び
て
い
ま
す
。
７
月
４
日
～

１
８
日
の
制
服
自
由
期
間
で
も
、
個
人
個
人

が
社
会
性
を
意
識
し
、ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
学

校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

さ
ら
に
活
気
溢
れ
る
学
校
に
な
る
よ
う
生
徒

会
執
行
部
１
４
人
で
協
力
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

５
月
２
９
日
、
前
期
生
徒
会
役
員
の
立

会
演
説
会
と
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
選
挙
で
は
、
生
徒
会
長
と
副
生

徒
会
長
の
２
名
が
決
選
投
票
で
、
１
２
名

が
信
任
投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。 

今
年
度
の
ロ
ゴ
は
、
総
合
学
科
３

年
長
谷
川
寧
音
さ
ん
の
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
。
し
っ
か
り
と
前
を
見

つ
め
る
コ
ウ
ノ
ト
に
か
ば
ん
を

組
み
合
わ
せ
、
Ｔ
の
文
字
に
は
ネ

ク
タ
イ
を
入
れ
、
色
は
ス
ク
ー
ル

カ
ラ
ー
の
青
に
し
ま
し
た
。 

 

学年スローガン 翔
しょう

登
と

敬
けい

希
き

 

２２という数字は、カレンダーでは必ず１５（イチゴ）

の下にあることから、ショートケーキを連想させる
数といえるのではないでしょうか。「大切な人に贈
るプレゼントの代表格であるショートケーキのよう

に、周囲の人を笑顔に、幸せにできる人間へと成
長しよう」という思いが込められています。 



                             

                      

「通級による指導実践研究事業」は３年を終え、

第２期１年目を迎えました。より一層授業のユニ

バーサルデザイン化やウェルビーイングな学習環境づくり

を実践し、生徒一人一人の可能性を引き出し、

伸ばす教育を目指していきます。 

豊総のマナビ 

PLAN 

５つの力を伸ばします 芸術文化観光専門職大学との連携 

通級の拠点校として 

地域性豊かな学び 

「ひょうご学力向上実践事業」の研究校として第２期

１年目にあたる本年度は、主体的に未来に向かい、社会

に貢献する人材を育成するため、以下の５つの力を伸ばすこ

とを目標に授業を展開していきます。 

❶ 探究する力 自ら課題を設定し解決に導いていく力 

❷ 創造する力 問題解決のため、新たに考案し行動する力 

❸ 協働する力 個々の個性や考えをいかして、集団で解決し創り上げるための力 

❹ 共感する力 他者の思いや考えを読み取り、表現・行動する力 

❺ 伝える  力 自分の思いや考えを他者にわかりやすく伝える、感性をいかした 

表現をする力 

 
１年「歴史総合」での班活動。当時 

の新聞記事を別の視点で考え、新 

たに記事を作成しています。 

豊岡市の協力のもと、１年生全員が大学のコミュニケーショ

ンワークショップに参加します。３年目の本年度は２日間の実

施！ 演劇的手法をとおしてコミュニケーション力を培う貴重な機会と

なります。 

 

また、昨年度より総合学科２年次に演劇表現の授業を

開講し、平田知之教授にご指導いただいています。 

その他、美術の授業では舞台美術や現代アートの先生方によ

る講義やワークショップなど専門的な学びの体験ができます。 

 

環境建設工学科 

県土木部総合治水課やまちづくり部、測量

設計業協会の出前授業を実施し、但馬県

民局主催の竹野川魚道整備の見学実習に参

加します。また、７月には小学生を対象に工

作教室（豊岡市主催のイベント）を実施しま

す。 

工業科 

電機応用工学科 

昨年度は３年生４名が ALS 患者向け

に、災害などの非常時に車や蓄電池から

人工呼吸器の電源を得るためのケーブルを

制作し、豊岡健康福祉事務所に寄贈しま

した。（写真下）本年度は、兵庫県職業能

力開発協会よりものづくりマイスターの方

にお越しいただき、3級技能検定実技課題

を指導していただきます。 

工業科では毎年「匠の技探求事業」をと

おして、地域の専門家から直に技術的指

導を受けています。 

また、年間数度の現場見学や、夏のイン

ターンシップでは地域の事業所様に大変

お世話になっております。この体験や学び

を将来地元への貢献に生かしていきます。 

地域性豊かな学び 

総合学科

科 

１年次ではおしごと座談会（写真上）を実施し、北但で

働いている方との座談会形式の対話をとおして、働くこと

の意義や自分の生き方を考える機会とします。さらに２

年次では地域の会社(業種)を知る、として豊岡市内６

つの企業からお話を伺い、職業、業種別の課題を発見

し、解決方法を探究します。（いずれも本校が会場） 

６月末～７月中旬にアメリカ合衆国より、のべ７０名の

高校生が来校し、３年次「観光ビジネス」、「総合英

語」、総合的な探究の時間「豊岡昔ばなし」講座の授

業で本校生と交流します。 

国際交流も！ 

 


